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１．理工学術院総合研究所 報告書概要

2018 年度は、2017 年 9 月 21 日付で行われた組織再編（2 つのクラスター研究所のうちの一つであっ

た材料技術研究所（以下、材研）が理工学術院総合研究所から分離・箇所化するとともに、もう一つの

理工学研究所（以下、理工研）が理工学術院総合研究所と統合し、新・理工学術院総合研究所（以下、

理工総研）が発足）の後初めて、理工総研が 1 年間の活動を行った年度である。本報告書では、2018 年

度における理工総研の研究資金獲得状況、研究所と研究員の活動状況、若手研究者育成・支援活動、研

究広報および産学連携活動等についての概況を報告する。

２．予算・決算

2017 年度の理工総研予算は、大学交付金・一般管理費箇所配分枠・間接経費箇所配分枠の 3 種類の予

算により構成されていた。2018 年度は一般管理費箇所配分枠が研究所等研究費として大学交付金に変わ

ったことにより、大学交付金と間接経費箇所配分枠の 2 種類の予算により構成されることとなった。

2018 年度の決算については、理工総研運営委員会における決算報告書を参照されたい。

３．事業報告

３．１ 外部資金の受入れ概況

2018 年度の理工総研における外部資金（民間研究費、公的研究費及び指定寄付金）の受入金額・件数

は合計で 2,081 百万円（＋282 百万円）・560 件（＋50 件）、と金額・件数ともに増加した。2016 年度か

らの 3 ヵ年の推移は図 1.1 に示すとおりとなっている。

合計金額 1,751 百万円 1,799 百万円 2,081 百万円

合計件数 505 件 510 件 560 件
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図1.1 外部資金受入金額・件数の推移（3ヵ年）

民間研究費

公的研究費

指定寄付金

民間研究費件数

公的研究費件数

指定寄付金件数

（注）「受入金額」は実際に入金

となった金額を計上している

ため、契約書記載の条件に基づ

いて集計した金額とは一致し

ない。また、予算移管及び研究

交流事業等の附属事業による

収入は除いている。
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３．２ 研究所と研究員の活動状況

（１）理工重点研究領域

理工学術院の「理工学術院の国際化の推進」にあわせ、7 つの理工重点研究領域（以降、理工重点）が

設置された。理工重点のもとには、各領域の研究所が理工総研のクラスター研究所として設置されてい

る。2018 年度は領域研究所の活動初年度であり、各領域研究所は、理工総研からのスタートアップ助成

予算により研究員を雇用するとともに、各領域研究所の活動場所として整備されたスペースを活用して

研究活動を開始した。また、領域研究所の連携と、研究成果の社会還元に向けた支援展開を推進するた

めに設立された「早稲田地球再生塾（WERS）」も活動を開始した。理工総研は、理工重点のプロジェク

トマネージャーである荒 勝俊上級研究員、木戸冬子客員主任研究員の活動を中心として領域研究所の活

動を支援した。

表 1.1 理工重点 7つの研究所

研究所名称（PO）

数理科学研究所 （小薗英雄）

最先端 ICT 基盤研究所 （甲藤二郎）

フロンティア機械工学研究所 （草鹿 仁）

持続的未来社会研究所 （柴山知也）

先端基礎物理学研究所 （寄田浩平）

先端化学知の社会実装研究所 （松方正彦）

先進生命動態研究所 （大島登志男）

（２）プロジェクト研究等

理工総研における研究支援の基本方針は、個々の教員が展開する受託・共同研究を中心とした萌芽的

なプロジェクト研究（以降、PJ 研究）を支援し、国プロを獲得できる研究機構のような大きな拠点へと

育成することにある。2018 年 10 月時点での PJ 研究等の展開状況は表 2.1 の通りである。具体的な研究

テーマ等については別表を参照。

表 1.2 PJ 研究等件数

PJ 研究制度 件数

PJ 研究 70

長期大型 PJ 研究 3

研究重点教員研究 5

（３）理工総研が管理する研究スペースと新 120 号館の建設

理工総研では、PJ 研究を展開するにあたりスペースが必要な場合に、PJ 研究代表者に研究室を貸与

している（PJ 研究室）。PJ 研究室は西早稲田キャンパスに所在する 55 号館の利用希望が多く、十分な

研究スペース確保が難しい状態が続いている。

このように課題となっている西早稲田キャンパスの狭隘化解消を目的として、理工学術院が 2020 年 3
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月に竣工が予定されている新 120 号館に一定のスペースを確保したことに伴い、55 号館 PJ 研究室の半

分程度は新 120 号館へ転出することとなった。2018 年度は転出する研究室についての調整が始まり、

2019 年度に決定する予定である。

（４）流動研究員（研究重点教員）制度

流動研究員（研究重点教員）制度は、当研究所の戦略に即して、学部・研究科と理工総研間の教員の

流動化を促して研究の活性化を図るべく、理工総研および材研で実施されている。このうち、理工総研

を主たる研究活動の場として、研究活動を展開した 2018 年度の研究重点教員は表 2.3 の通り。

表 1.3 2018 年度研究重点教員

氏名 学科

片岡 淳* 応用物理

古谷 誠章* 建築

柴田 良弘 数学

谷口 正信 応用数理

中井 浩巳 化学・生命化学

*は戦略枠

研究重点教員（戦略枠）2 名のうち、片岡研究員は 2018 年度末をもって 2 期目を任期満了した。任期

満了に伴い、この人事枠は本属である応用物理学科の人事計画にもとづいて 2019 年度末に学術院に返還

される予定である。この人事枠に対応する学術領域はサイバーセキュリティ領域に決定しており、2019

年度には、この学術領域に対して 2020 年度に着任する研究重点教員（戦略枠）の人事審議が行われる。

引き続き、2020 年度末には 2017 年度末で任期満了となった研究重点教員（戦略枠）2 名分の人事枠

が学術院に返還される予定となっている。2019 年度には、研究企画戦略室会議、学術領域専攻分科会、

主任会、学術院運営委員会での審議により、この人事枠に対応する学術領域を選考する予定である。

（５）研究設備または修繕に係る経費補助

2015 年度より、理工研で研究活動を展開する部屋付 PJ 研究代表者の研究環境整備または修繕にかか

る費用に対して、研究分担金収入を財源とした理工研運営費から 2 年間で 100 万円を上限に研究代表者

が支払った経費の半額を助成してきた。2 年間の試験的運用の結果、有用な研究支援制度であると判断し、

2017 年度から当該制度を研究代表者一人あたり、年間 50 万円を上限として継続実施することにした。

2018 年度は、3 研究代表者からの 5 申請に対して総額 106 万円の助成を行った。

（６）研究員の在籍状況

理工総研で研究を展開する研究者の在籍状況は表 2.4 のとおりである。

2018 年度は理工重点の活動が始まったため、各領域研究所は理工総研から助成する予算を雇用財源と

して研究員を雇用した。また、2019 年度には理工総研を本属として新たに 1 名の特任研究教授が着任す

る予定となっている。



5

表 1.4 在籍研究員の状況

種 別 在籍者数（人）

研究重点教員（戦略枠） 2

研究重点教員 3

兼任研究員 397

特任研究教授 1

「理工総研が募集する次席研究員」 12

上級研究員・主任研究員・次席研究員 52

客員上級研究員・客員主任研究員・客員次席研究員 55

研究助手 2

招聘研究員 475

嘱託 116

名誉研究員 36

招聘研究教授 2

栄誉フェロー 1

計 1,154

（2019 年 3 月 31 日時点）

（７）プレスリリース・受賞

当研究所や研究員が展開する研究活動のうち、プレスリリースされたものを表 2.5 にまとめた。先進的

な研究成果や研究成果が社会で利用された実績、産学官連携活動の紹介など、当研究所や研究員のアク

ティビティの高さを広く社会にアピールすることができた。表 2.6 には 2018 年度の受賞報告をまとめた。

表 1.5 2018 年度の主なプレスリリース

時期 カテゴリー 研究員名等 概要

2018 年 5 月 研究重点教員 片岡 淳
世界初・4.4MeV ガンマ線の高精度イメージング

英国オンライン科学誌「Scientific Reports」掲載

7 月 理工重点
最先端 ICT 基盤

研究所

AI 活用の力 産学で高める 早大×DMM

日本経済新聞掲載

7 月 PJ 研究代表 武岡 真司

シールのように貼れる無線給電式発光デバイスを用いた

光がん治療システム

英国科学誌「Nature Biomedical Engineering」掲載

7 月 理工総研 －
東芝メモリが早大と連携 次世代メモリー開発

日経産業新聞掲載

8 月 PJ 研究代表 石川 博
よみがえる被爆者の心の色

（AI による自動色づけ技術を開発）朝日新聞掲載

8 月 次席研究員 新井 敏
ATP 検出に新蛍光色素

日経産業新聞掲載
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2019 年 2 月 PJ 研究代表 朝日 透
光で変形する結晶

日経産業新聞掲載

3 月 PJ 研究代表 岩田 浩康
ロボ技術で「第 3 の腕」実現へ

日経産業新聞掲載

3 月 PJ 研究代表 川西 哲也
ポスト 5G 日欧連携 早大やドイツテレコム、研究始動

日本経済新聞掲載

表 1.6 2018 年度の主な受賞

研究員名 概要

2018 年 6 月 次席研究員 今枝 佳祐 応用物理学会 講演奨励賞

6 月 次席研究員 今枝 佳祐 日本分光学会 若手講演賞

7 月 PJ 研究代表 鳥居 祥二 2018 ISS Award for Compelling Results

10 月 主任研究員

PJ 研究代表

PJ 研究代表

亀崎 允啓

岩田 浩康

菅野 重樹

日本ロボット学会 論文賞

12 月 PJ 研究代表

主任研究員

菅野 重樹

亀崎 允啓
計測自動制御学会 SI2018 優秀講演賞

2019 年 1 月 PJ 研究代表 鳥居 祥二 第 5 回宇宙科学研究所賞 特別賞

1 月 次席研究員 町田 光史
ISCNP30 & ICOB10

PSE Prize for Best Poster Presentation

2018 ISS Award for Compelling Results（鳥居 祥二 教授）

（国際宇宙ステーション（ISS）の「きぼう」船外実験装置である高エネルギー電子・ガンマ

線観測装置（CALorimetric Electron Telescope：CALET）での実験成果が評価された）
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３．３ 若手研究者育成・支援

（１）アーリーバードプログラム

これまでの 7 期で延べ 112 名の若手研究者を支援してきた。第 8 期となる 2018 年度は計 48 名からの

応募に対して 19 名(表 3.1)を採択した。研究室での研究活動の妨げ

とならないよう、朝・夕など課外の時間を利用して、異分野の研

究者との人材交流、研究交流、スキル・キャリア開発等、日ごろ

の研究活動では経験できないことに、自らが企画し取り組む。異

分野の若手研究者が集い、議論を展開させることにより、日頃と

は違った発想が出てくることを期待している。

活動期間は約 1 年間（採択～その年度の 2 月まで）とし、活動の

前半は、研究者間の交流を促進するための研究発表を、後期はメンバー自らが企画した講演会、勉強会

等を中心に自主的に活動した（表 3.2）。3 月には第 8 期活

動の成果報告会として、『100sec TALKS ～若手研究者が

描く未来予想図～』を開催した。アーリーバード全体の成

果として取り組んだ未来予想図は、「日常」、「都市」、「地

球」、「宇宙」というシチュエーションで、それぞれの研究

が未来においてどのように実現されているかをグループ

ごとにまとめ、夢と可能性を示した。また、2017 年度に

続き、メンバーが日々取り組む研究を“わずか 100 秒間”

でプレゼンすることに挑戦し、「研究の魅力」「発表のわかりやすさ」を競った。最優秀賞に中村文彬さ

ん（「味噌に特徴的な健康成分の研究」）、優秀賞に垣内健太さん（「呼吸できる水で肺を洗う」）、優良賞

に桑江博之さん（「液体有機 EL-持ち運べる病院をつくるために！-」）の 3 名が選ばれ、LINE 株式会社、

三井住友アセットマネジメント株式会社の協賛によって、賞金とトロフィーが授与された。また、年間

を通してアーリーバードの活動に模範的に参画し、さらに優れた研究を行ったメンバーに対して 2015 年

度から『若手研究者奨励賞』を授与している。第 8 期は、高山宇宙さんと桑江博之さんの 2 名に授与さ

れた。

表 2.1 2018 年度 アーリーバード 採択者と研究課題

A（博士後期課程 1・2 年） 11 名

氏名
学年/

資格

学部・研究科/

学科・専攻
研究室 研究課題

☆ 石橋 寛樹 D1
創造

建設工学
秋山 充良

マルチハザード（地震・津波・気候変動）を受ける

道路ネットワークの経済性・機能性・回復性に基づ

いた性能評価手法の提案

梅澤 覚 D2
先進

応用化学
木野 邦器 香気化合物の生体触媒を用いた合成法の開発

垣内 健太 D1
先進

生命医科学
武岡 真司

酸素マイクロ・ナノバブル分散酸素富化液を用いた

完全液体換気の確立および肺炎症モデルへの有効

性評価

小松 萌
D1／

助手

創造

建築学
有賀 隆

都市農地を有する住空間の空間構成に着目した市

街地整備手法の研究開発
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佐々木 裕之 D1
先進

電気・情報生命
柴田 重信

キクイモ中の水溶性食物繊維成分と不溶性食物繊

維成分が腸内細菌叢に与える影響の検討

佐藤 星雅 D1
先進

物理学及応用物理学
前田 恵一

素粒子標準模型を用いた高エネルギーでの量子重

力の探索

鈴木 陽太 D1
先進

化学・生命化学
石原 浩二 血糖値の簡易定量試薬の開発

☆ 髙山 宇宙 D1
創造

建設工学
森本 章倫

歩行者優先のまちづくりに資する道路空間再配分

に関する研究

田島 咲季
D2／

助手

基幹

電子物理システム
史 又華

低電力・高速動作可能な耐放射線をもつラッチ・

MRAM 回路設計に関する研究

中村 文彬 D1
先進

化学・生命化学
中尾 洋一

味噌に含まれるヒストン修飾調節成分 FAEE の標的

分子の探索

渡邊 圭市 D1
基幹

数学応用数理
柴田 良弘

相転移と表面張力を伴う圧縮性・非圧縮性粘性 2

相流の数学解析

B（博士後期課程３年、ポスドク） 8名

氏名 学年/資格
学部・研究科/

学科・専攻
研究室 研究課題

石川 憲治
D3／

学振(DC1)

基幹

表現工学
及川 靖広

光学干渉計と高速度カメラによる音場イメージン

グ計測装置による楽器の発音原理の解明

宇留野 彩
講師（任期

付）

先進

電気・情報生命工学
小林 正和

スパッタ法と近接昇華法を融合させた新しい

AgGaTe₂薄膜作製方法の開発と太陽電池の作製 

岡村 尚美 D3
創造

総合機械工学
菅野 重樹

材料力学的解析に基づいた静的ストレッチング中

の筋張力の時系列変化評価手法に関する研究

金井 謙治 次席研究員 理工総研 甲藤 二郎
IoT アプリケーションの効率的な通信および処理

を実現する仮想化技術の研究開発

金井 太郎
D3／

学振(DC1)

創造

総合機械工学
滝沢 研二

パラシュートの紐の接触問題のための数値解析手

法の開発

☆ 河合 祐人 助手
先進

生命医科学
常田 聡

Genetic Toggle Switch を利用した細胞内遺伝子発

現履歴検出技術の開発

☆ 桑江 博之
D3／

助手

先進

ナノ理工学
庄子 習一

on demand 蛍光計測用光源のための高輝度液体有機

EL の構築

原口 敦嗣 学振(PD)
先進理工学

電気・情報生命
柴田 重信

カフェインの摂取時刻による抗肥満効果に対する

時間栄養学的検証

☆は幹事。学年・資格・所属は採択時のもの。

表 2.2 2018 年度 第 8期 アーリーバード 年間活動実績

日程 活動内容

2018 年

6 月 4 日（月）

オリエンテーション

・幹事選出、活動方針決定

6 月 19 日（火） 第 1 回 研究紹介①（石橋、高山、桑江、河合）

6 月 27 日（水） 第 2 回 研究紹介②（梅澤、原口、石川、宇留野）

7 月 3 日（火） 第 3 回 研究紹介③（小松、佐藤、田島、金井（謙））

7 月 11 日（水） 第 4 回 研究紹介④（鈴木、中村、垣内）

7 月 17 日（火） 第 5 回 研究紹介⑤（渡邊、岡村、金井（太）、佐々木）
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10月31日（水） 第6回 楽天株式会社訪問

社会で活躍する研究者講演会

講師：楽天株式会社 楽天技術研究所 Tokyoシニアマネージャー

平手勇宇（情報・山名研究室OB）

11 月 4 日（日） 都立戸山高校 Symposium for Women Researchers ﾎﾟｽﾀｰ発表（岡村、小松）

都内を中心とする SSH 指定校の女子生徒と「リケジョ」大学院生・若手研究者との

研究交流会（都立戸山高校主催）に参加

11月 19日（月） 第 7 回 科学コミュニケーション講座

講師：お茶の水女子大学サイエンス・エデュケーションセンター特任講師

／科学コミュニケーター

大崎章弘（機械工学・三輪研究室OB）

11月 30日（月） 第 8 回 「若手研究者が描く未来予想図」策定ワークショップ

12 月 「未来予想図」策定のためのグループ活動

2019 年

1 月 15 日（水）

第 9 回 留学成果報告会

1 月～2 月 「未来予想図」策定のためのグループ活動

3 月 12 日（木） 第 8 期 成果報告会 「100sec TALKS ～若手研究者が描く未来予想図～」

（２）理工総研が募集する次席研究員

2018 年度は 12 名が在籍した。2018 年度（2018 年 4 月 1 日付および 10 月 1 日付）嘱任人事の結果は、

表 3.3 のとおり。

表 2.3 「理工総研が募集する次席研究員」嘱任状況（2018 年 10 月 1 日時点）

B 系 E 系 S 系 T 系

新 規 1 名 1 名 2 名 0 名

継 続 1 名 2 名 2 名 3 名

当該研究員には、奨励研究費 80 万円を助成している。またこれとは別に海外学会出張補助費、学会出

張補助費も助成している。

当該研究員が取組む研究活動等の報告の場として、毎年 3 月に成果報告会を開催している。18 年度は

年 2 回の開催とした。第 1 回目は 6 月 12 日に 4 月新規嘱任者の研究計画、継続嘱任者の中間報告、第 2

回目の 12 月 17 日には、10 月新規嘱任者の研究計画、任期終了予定者の研究報告を中心とした報告会を

開催した。

表 2.4 「理工総研が募集する次席研究員による成果報告会」発表者名

発表者

第 1 回 新井 大祐、平松 裕基、五十幡 康弘、安田 和弘、清野 淳司

第 2 回
太田 英介、尾方 壮行、町田 光史、リ モーチェン、木谷 建太、

松吉 大輔、柳澤 優香
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成果報告会ポスター

３．４ 研究広報

（１）理工総研第 1 種行事

早稲田地球再生塾（WERS）の活動開始に伴い、2018 年度以降は、早稲田地球再生塾が主催するシ

ンポジウム等を第 1 種行事とすることとなった。2018 年度は計 3 回の実績を重ね学内外より多くの登

壇者と共に聴講者を招く事が出来きた。会場は、常に活発な意見交換の場へと発展し社会環境を取り巻

く異分野に共通した問題の可視化へ繋がっている。以下に概要を記載する。

○第 1 回勉強会：テーマ「SDGs 推進のための建築物の脱炭素化と新しい緑のデザイン」

人類に課せられた地球規模の様々な課題の解決と持続可能な社会の実現に向けて、環境と調和したモ

ノつくり技術やエネルギー・資源の利用技術における革新が求められており、国連が掲げる持続可能な

開発目標「SDGs」は、重要な技術開発指針となっている。この中で優先課題のひとつである“省エネ・

再エネ、気候変動対策、循環型社会”を中心とし、バイオエコノミーの最新動向も加えて議論を進めた。

「バイオエコノミー」では、生物資源とバイオテクノロジーを用いて地球規模の課題の解決と経済発展

の共存を目指しながら、「超スマート社会（Society 5.0）」を未来社会の姿とし、住宅・建築、エネルギ

ー、バイオフィリックデザインにおける IoT や AI などの新技術の展開に関しても話題提供を行った。

コーディネーターは、本学、創造理工学部建築学科の田邉新一教授が努め以下の講演者による講演が

執り行われた。また、講演者によるパネルディカッションも行われ SDGs に焦点を当てた興味深い議

論も展開し、業界団体からの参加者からも多くの意見が寄せられた。

表 3.1 第 1 回勉強会「SDGs 推進のための建築物の脱炭素化と新しい緑のデザイン」講演者

講演者 演 題

田邉 新一 ゼロ・エネルギーハウス（ZEH）の今後の展開.1

秋元 孝之 ゼロ・エネルギーハウス（ZEH）の今後の展開.2

大野 輝之 自然エネルギーの活用に向けて

坂元 雄二 世界のバイオエコノミー戦略と緑のデザイン

所 属

芝浦工業大学建築学部建築学科

公益財団法人 自然エネルギー財団 常務理事

早稲田大学 創造理工学部・建築学科 教授

日本バイオ産業人会議（JABEX)事務局 次長
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○第2回勉強会：テーマ「ロボットは地球を救えるか？」

地震、災害、インフラ老朽化、資源探査、土木など、地球に関わる諸問題への対策方法・ツールとしてロボット・AIが注

目されている中、現状の技術を冷静に評価すれば、産業用はともかくも特殊な環境で働くロボット・AIの研究開発が進んでい

るとは言い切れない。また、地球を救う方法としてもロボット・AI以外に人類が頼れる「もの」が存在するとも言えず、本勉

強会では、特殊ロボット開発の専門家、資源の専門家、地球に関わる新しいロボット研究に取り組んでいる若手に集まって頂

きロボット・AIの地球への貢献を考えてみた。

コーディネーターは、本学、創造理工学部総合機械工学科の菅野重樹教授が努め以下の講演者による講

演が執り行われた。パネルディカッションでは、常識に拘らず新たな視点から探究する若手研究者の参

加により未来の着地点をより具体的に議論する運びとなり来場者からも好評な勉強会となった。

表 3.2 第 2 回勉強会「ロボットは地球を救えるか？」講演者

○第 3 回勉強会：テーマ「森づくりから考える地球再生×地域再生」

我が国は国土の約 3 分の 2 が森林に覆われた世界有数の森林国で、森林面積のうち約 4 割が先人たち

によって植林された人工林になっている。近年、里山の保全や放置林の問題、人工林以外の多様で健全

な森林の整備の重要性が増しており、森林資源は、水源の涵養や、災害に強い国土の保全、地球温暖化

防止などの地球再生に向けた多面的効果のみならず、「森づくり」を中心とした地域復興や森林がもたら

す教育的・療養的効果など持続可能な地域再生に対して様々な効果が期待されている。

一方、現代のわれわれの日常生活は、とくに人口の集中する都市部では自然に接する機会も乏しく、

子どもたちの間には「自然欠乏症候群」による心身の不調が憂慮される事態にもなっている事からも第

３回の勉強会では、森林・林業を巡る情勢を多方面の専門家の方々から具体的な事例を紹介し「森づく

り」、「森」を活かした生活環境づくりを中心とした今後の持続可能な社会づくりをさまざまな視点から

議論した。

コーディネーターは、本学、創造理工学部建築学科の古谷誠章教授が努め以下の講演者による講演が

執り行われた。講演では、4名の専門家が登壇し、地域の身近な森林に出かけて運動や休養、作業を行い

ながら森林と人間が共に健やかになる“森林療法”についての講演や森を元気にする事が人間の健康に

大きく関わり、メンタルケアにも極めて有効である事が紹介された。コーディネターである本学建築学

科の古谷教授からも“森が学校計画産学共同研究会”での計画や実施された成果について話題提供がさ

れた。“森が学校”での環境づくりの大切さから、木造が子供達の心身に及ぼす影響力を研究として捉え、

その調査結果には驚かされるばかりであった。これは C.W.ニコル氏の講演にも通じるものとなり、パネ

ルディカッションでも森との共存についての議論が盛況なものとなった。

講演者 演 題

浅間 一 災害対応のためのロボット技術とその社会実装

所 千晴 資源環境におけるロボット/Iotへの期待

近藤 央 ロボット技術とサステナビリティ

亀崎 允啓 地球をいじるロボット

所 属

早稲田大学 環境資源工学科 教授

日本大学 機械工学科 専任講師

東京大学 大学院工学系研究科 教授

早稲田大学 研究院 准教授
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表 3.3 第 3 回勉強会「森づくりから考える地球再生×地域再生」講演者

地球再生塾 第１回~第３回ポスター

（２）理工総研第 2 種行事

理工総研では、研究活動を学内外に広報することを目的としたシンポジウム・講演会の開催を支援し

ている。第 2 種行事は、PJ 研究を始めとする研究グループ等が企画等を行う研究関連行事について 1 件

当たり 30 万円を上限にその開催費の一部を助成するものである。開催件数は 2016 年度：17 件、2017

年度：23 件、2018 年度 16 件と高水準で推移しており、研究活動広報が活発に行われていることがわか

る。2018 年度に開催した第 2 種行事は下表のとおりである。

表 4.1 2018 年度に開催した第 2 種行事

所属 申請者 シンポジウム名 開催日

1 原子力 山路 哲史
第 1 回早稲田大学/CEA

原子炉過酷事故安全研究ワークショップ
2018/6/11～13

2 物理 寄田 浩平 ヒッグス粒子発見後の素粒子物理学の新展開 2018/6/11～15

3 環エネ 中西 要祐 電力システムへのパワエレ技術の新たな挑戦 2018/6/13

4 表現 及川 靖広 第 17 回 1 ビット研究会 2018/7/4

講演者 演 題

C.W.ニコル 心に木を植える

諏訪 光洋 ヒダクマの挑戦

上原 巌 再生の森林－森林とともに人間が再生する。

古谷 誠章 森が学校計画産学共同研究会の活動について

所 属

C.W.ニコル・アファンの森財団 理事長

（株）飛騨の森でクマは踊る 代表取締役社長

東京農業大学地域環境科学部森林総合科学科 教授

早稲田大学 建築学科 教授
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5 応化 山口 潤一郎
結合切断化学と分子合成シンポジウム

（第 9 回サブウェイセミナー）
2018/8/18

6 応数 大石 進一 精度保証付き数値計算ワークショップ 2018/9/10～14

7 物理 長谷部 信行
希ガスキセノンの理工学分野への応用に関する国

際研究集会（XeSAT2018）
2018/9/18～21

8 環エネ 中西 要祐
電力技術懇談会：スマートシティ・スマートグリッ

ドにおける国際標準化の最前線
2018/9/27

9 化学 中井 浩巳 第 5 回電子状態理論シンポジウム 2018/10/31

10 総機 高西 淳夫 イタリージャパンワークショップ 2018
2018/11/16

～12/14

11 環エネ 草鹿 仁 早大モビリティシンポジウム 2018/11/24

12 環エネ 草鹿 仁 早大モビリティ研究室 100 周年記念式典 2018/11/25

13 表現 及川 靖広 第 18 回 1 ビット研究会 2018/12/5

14 機航 宮川 和芳 第１回 日中韓水力機械ワークショップ 2019/1/25～26

15 機航 天野 嘉春 フィールド通信技術ユーザセミナ 2019 2019/3/8

16 環エネ 中西 要祐 電力技術懇談会 2019/3/15

（３）理工総研第 3 種行事

第 3 種行事は、研究グループ等に対する理工総研からの助成金はないが、研究グループ等が実施する

シンポジウム・講演会等に対して、共催者として理工総研の表記を許可するとともに、広報活動を支援

するものである。開催件数は 2016 年度 4 件、2017 年度 8 件、2018 年度 9 件と倍増後、第 2 種行事同様

に高水準で推移しており、研究活動広報が活発に行われていることがわかる。2018 年度に開催した第 3

種行事は下表のとおりである。

表 4.2 2018 年度に開催した第 3 種行事

所属 申請者 シンポジウム名 開催日

1 建築 古谷 誠章 自然から学び、育まれる「森が学校計画」 2018/5/15

2 化学 中尾 洋一 第 32 回海洋生物活性談話会 2018/6/2～6/3

3 機航 天野 嘉春 フィールド通信技術セミナー
2018/6/18

～3/5
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4 化学 中井 浩巳

基盤研究（S）「光受容タンパク質の量子的分子動力学

シミュレーションによる偏在プロトンの機能解明」

キックオフミーティング

2018/9/26

5 機航 天野 嘉春 FDI（Device Package）開発者のための技術セミナー 2018/10/26

6 応化 山口 潤一郎 第 114 回 有機合成シンポジウム 2018/11/6～7

7 経シス 後藤 正幸 第 10 回「次世代 e-learning」公開フォーラム 2018/12/5

8 建築 田邉 新一 ZEB 時代に向けた建築と人の適応 2018/12/18

9 応化 山口 潤一郎 「AI と有機合成化学」第 3 回講演会 2019/1/31

（４）「早稲田理工 by AERA 2019」

理工総研では、企業の技術者や産学連携担当者等に対し、研究所の研究活動や若手研究者支援の取組

み等を紹介して研究契約へのきっかけをつくることを目的としてムック誌を発行している。2016 年度に

は朝日新聞出版の AERA ムック「早稲田理工 by AERA」としてリニューアルし、2017 年度は「早稲田

理工 by AERA 2018」を、2018 年度は「早稲田理工 by AERA 2019」を発刊した。カラーグラビアを多

用し、最先端の研究内容をわかりやすく紹介している他、若手研究者や多才な OB・OG の活躍について

掲載している。

（５）理工総研報告特集号（ASTE 特集号）

ASTE 特集号は、理工総研における研究成果を内外に発信することを目的として、理工総研の行事、

理工総研で展開中の研究または終了した研究の報告、解説等として発行している。2018 年度は 17 年度

で任期満了となった研究重点教員（戦略枠）による特集号を発行した。

３．５ 産学連携活動

（１）早稲田地球再生塾（WERS）

理工重点研究領域 7 研究所の開設に伴い、各々の研究所間の連携と研究成果を社会還元に向けた支援

と展開を目的に、異分野の研究者や技術者の新たな出会いの場の提供、更には、新たな研究の企画と立

案、実践や事業化に向けた学内外に開かれた研究会“早稲田地球再生塾（Waseda Earth Regeneration

School：WERS）”を今年度新規に立上げるとともに、開設記念シンポジウムを 1 回、定例の勉強会を 3

回、バイオインダストリー協会との共催による講演会を 1 回、計 5 回の産学連携イベントを開催した。

【巻頭インタビュー】 見城美枝子氏

【緊急特集】科学技術の力で災害から人を守る

【特集１】 （理工重点研究領域）７つのチームが世界を変える

【特集２】 （OB・OG 紹介）未来を、つかむ

【特集３】 （若手研究者支援）次代を拓く

【レビュー】未来に挑む 6 人の研究者たち
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（２）研究交流事業

本学では、学外機関等から会費または参加費を受け入れて、特定の研究課題について行う交流活動を

研究交流事業と位置付けている。理工総研にて展開されている研究交流事業は表 5.1 のとおりである。そ

れぞれの研究テーマについて会合、講演会等が定期的に開催されており、活発な活動が行われていると

の報告を受けている。

表 5.1 理工総研で展開されている研究交流事業

代表者 研究会名 参加企業等

草鹿 仁（環ｴﾈ） 早大モビリティ研究会 日産自動車（株）等 52 社（予定）

古谷 誠章（建築） 森が学校計画産学共同研究会 （一財）C.W.ニコル・アファンの森財団等

（３）JXTG エネルギー株式会社との連携活動

理工総研と JXTG エネルギー株式会社（以下「JXTG」）とは、2010 年 3 月より「低炭素社会の実現に

資する革新的基盤技術」に繋がる共同研究テーマの創出を目的に組織的連携活動を実施している。

本連携では、将来のエネルギー、環境、資源問題に対して、革新的技術の創出、および革新的技術の

社会実装に向けた課題解決を目指し、前年度より継続して「FS 研究」4 件、「若手奨励研究」7 件の実施

を中心とした活動を展開した。特に多数の応募の中より採択された若手奨励研究の採択者である若手研

究者は、2018 年 11 月に JXTG 中央研究所（横浜市）において中間報告会を実施し、施設見学も交えなが

ら JXTG 側研究者の交流を深めるとともに、JXTG 側から出された意見等を通し研究をさらに発展させるこ

とができた。JXTG 中央研究所での中間報告会は 2015 年度から実施しており今回で 4 回目となる。

年度末の成果報告会後に発表された「JXTG エネルギー優秀研究賞」には、応用化学科 武藤助教および

応用化学科専攻、博士後期課程の松野 敬成氏が選出された。

また、「2050 年低炭素社会」を見据え「低炭素社会で求められる CO2 利用技術」をテーマに、JXTG と

早稲田研究者との「意見交換会」を実施した。この意見交換には、重点領域研究機構の有村俊秀所長（政

治経済学術院教授）ならびに同機構の中井美和次席研究員を招き、社会文化領域との連携の重要性を確認

する事が出来た。

表 5.2 FS 研究採択者一覧 ※肩書は 2018 年度当時

氏 名 所 属 テーマ

柴田 高範 教授
先進理工学
化学・生命化学

環境負荷を考慮した連続的触媒反応による非平面π共役系を有する多
環式化合物群の簡便合成

畠山 歓 講師
先進理工学
応用化学

レドックス活性ポリエーテルを正極に複合した全固体リチウム電池

門間 聰之 教授
先進理工学
応用化学

革新電池の性能改善に向けた電極表面へのメディエーター接続による電
気化学反応場の三次元化に関する基礎研究２

若尾 真治 教授
先進理工学
電気・情報生命工学

気象予報情報の信頼性評価に関する研究
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表 5.3 若手奨励研究 ※肩書・学年は 2018 年度当時

「JXTG エネルギー中央研究所での中間発表」

「成果発表会に伴う若手奨励研究_奨励賞受賞式」

（写真右手より、JXTG エネルギー:五十嵐常務・応用化学科 武藤助教・応用化学専攻 D1 松野氏・応用化学科 松方委員長）

氏 名 所 属 推薦者 テーマ

尾方 壮行
創造理工学部
建築学科 助教

田辺 新一 教授
低炭素・快適な都市環境をめざした採涼手法の温熱生
理による定量的評価

柏木 誠
ナノライフ創新研究機構
次席研究員

岩瀬 英治 教授
ナノスケール金属層界面によるエネルギーフィルタリン
グ効果を用いたナノ多結晶熱電半導体材料の超高性
能化の実験的検証

桑江 博之
基幹理工学部
電子物理システム学科 助手

庄子 習一 教授
MEMS技術と木質炭素材料FWCMを用いたフレキシブ
ルガスセンサの開発

TEAH Heng Yi
理工学術院総合研究所
次席研究員（研究員講師）

野田 優 教授
Life Cycle Assessment of Carbon Nanotube
Production Technology

松野 敬 成
先進理工学研究科
応用化学専攻
博士後期課程1年

黒田 一幸 教授 単結晶性BaTiO3ナノ多孔体の作製

武藤 慶
先進理工学部
応用化学科

山口 潤一郎 教授
多置換脂環式化合物のモジュラー合成を指向したベン
ジルアミン類の脱芳香族的官能基化法の開発

吉岡 育哲
先進理工学研究科
応用化学専攻
博士後期課程1年

桐村 光太郎 教授
アコニット酸イソメラーゼ遺伝子を高発現させた大腸菌
によるクエン酸からのtrans -アコニット酸の生産
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（４）東芝メモリ株式会社との連携活動

「半導体集積回路設計技術」、「半導体デバイス・製造・プロセ

ス技術」、「情報処理技術」等の分野における最先端の研究開発お

よび若手科学技術者の育成を目的として、2018 年 7 月 25 日、東

芝メモリ株式会社と連携活動協定を締結した。具体的には両者の

代表からなる運営委員会を設置し、共同研究テーマ創出につなが

る技術アイデアの検証を目的としたフィージビリティ研究（以下、

FS 研究）と、人材育成を目的として若手研究者の研究を奨励する若手奨励研究を実施する。

初年度となる 2018 年度は、FS 研究については 10 件の応募があり、うち 5 件を採択した。若手奨励

研究は 6 件の応募があり、5 件を採択した。なお、2018 年度は開始時期が 9 月後半となったことから、

充分な研究期間を設けるため、年度をまたぎ 2018 年 9 月 21 日から 2020 年 2 月末までを研究期間とし

て、2020 年 3 月に報告会を実施する。なお、FS 研究および若手奨励研究者の採択状況は以下のとおり。

表 5.4 FS 研究 ※肩書は 2018 年度当時

表 5.5 若手奨励研究 ※肩書・学年は 2018 年度当時

研究者/（肩書）所属 研究テーマ 推薦教員

長谷川 健人（D2）

基幹理工学 情報理工・情報通信

Flash Air とブロックチェーンを用いたハード

ウィアデバイスとデータ検証

戸川 望 教授

程 正雪（D2）

基幹理工学 情報理工・情報通信

主観画質向上を目的とする深層学習を活用した

次世代画像圧縮技術の研究

甲藤 二郎 教授

田島 咲季（助手/D2）

基幹理工学 電子物理システム学

省電力・高速動作を達成するソフトエラー耐性

をもつメモリ回路および検出回路の設計

史 又華 教授

廣芝 伸哉（講師（任期付））

先進理工学部 電気・情報生命工学科

シーケンシャル化学気層堆積法の機能性高分子

材料への応用検討

柳谷 隆彦 准教授

GUO, Yi (D1)

情報生産システム 工学

Low-power designs based on approximate

computing
木村 晋二 教授

研究者 研究テーマ

木村 啓二 教授

(基幹理工学部 情報理工学科)

不揮発性メモリを主記憶に持つ組み込みプラットホームのエミュ

レータ開発に関する研究

本間 敬之 教授

(先進理工学部 応用化学科)

半導体デバイスにおける埋もれた界面の計測・解析

大澤 隆 教授

(情報生産システム研究科)

抵抗変化型大容量メモリの高性能センスアンプと抵抗変化型メモ

リ素子を利用したニューロモルフィック・システムに関する研究

高山 あかり 専任講師

(先進理工学部 物理学科)

原子層半導体薄膜における歪みダイナミクス測定の新手法開発

須賀 健雄 専任講師

(先進理工学部 応用化学科)

精密 UV 硬化による共連続ナノ相分離ハイブリッドフィルムの作

成と電気特性
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３．６ その他

喜久井町観音慰霊祭

2018 年 5 月 25 日に喜久井町キャンパスにて観音慰霊祭を行った。慰霊祭は、1945 年（昭和 20 年）5

月 25 日の東京空襲の際に、喜久井町キャンパス付近にあった防空壕に避難して犠牲となった本学研究員

や学生と近隣住民、合わせて 300 余名の慰霊を目的に昭和 23 年より喜久井町町内会と共催で毎年行って

いる。毎年、同町会からも多数の参列をいただいており、71 回目となる 2018 年度の慰霊際には吉住健

一新宿区長も参列された。当日は喜久井町キャンパスに研究拠点を構える研究員や学生を中心とする本

学関係者や近隣住民等あわせて約 60 名が参列した。
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４．理工総研の運営体制・組織図 （2019 年 3月末現在）

執 行 部 所 長：木野 邦器

副所長：天野 嘉春（人事・予決算）、高口 洋人（研究管理・体制）、

高橋 大輔（学術院長補佐）

研究振興委員会 委員長：高口 洋人

委 員：中尾 洋一、小松 幸夫、鷲尾 方一、森島 繁生

尾形 哲也、小岩 正樹、谷口 正信、渡邊 克巳 （1 名空席）

学 術 委 員 会 委員長：天野 嘉春

委 員：甲藤 二郎、柴田 良弘、田辺 新一、谷口 正信

研究員会

理工総研運営委員会

B
系
研
究
部
門

委
員
長
：
中
尾

洋
一

執行部連絡会

学術委員会（広報）

委員長：天野 嘉春

委 員：全 5 名

研究振興委員会（学術・研究）

委員長：高口 洋人

委員 ：全 10 名

T
系
研
究
部
門

委
員
長
：
森
島

繁
生

S
系
研
究
部
門

委
員
長
：
鷲
尾

方
一

E
系
研
究
部
門

委
員
長
：
小
松

幸
夫
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別表１：PJ 研究等の一覧（研究部門のアルファベット順、研究部門内では研究代表者氏名の五十音順で掲載（敬称略））

PJ 研究（70 件） ※B＝Biology 系 E=Environment 系 S=Science 系 T=Technology 系（以下、同じ）

部門 題目 研究代表者名

B

微生物機能高度活用プロジェクト 木野 邦器

天然物化学を基盤としたケミカルバイオロジー研究 中尾 洋一

共生環境化学研究 中尾 洋一

E

次世代型超省エネルギーリサイクル技術開発 大和田 秀二

バイヨンを中心としたアンコール回廊の調査・研究と重要遺構の保存修復計画

案の策定

小岩 正樹

スペーシャル・プランニング研究 後藤 春彦

企業所有および公共所有不動産の経営に関する研究 小松 幸夫

廃炉事業に資する放射線遮蔽・遮水機能を有する超重泥水・土質系材料の開発 小峯 秀雄

エジプトの文化財保存修復・管理の学際的研究 近藤 二郎

次世代ヒートポンプ技術に関する研究Ⅱ 齋藤 潔

精緻な解析手法による東京 23 区のリアルタイム浸水予測システムの開発 関根 正人

サステイナブル・デザインプロセス研究 高口 洋人

ゼロ・エネルギービルに関する研究 田邉 新一

首都圏を中心としたレジリエンス総合力向上のためのデータ収集・整備と被害

推定システム構築のためのデータ管理・利活用の検討

西谷 章

災害情報データベースの継続的構築及び社会安全への活用に関する研究 長谷見 雄二

大都市圏の環境と安全性向上研究 PJ 長谷見 雄二

ハイパースクール研究 古谷 誠章

地域再生デザイン研究 古谷 誠章

スマートシティ実現のための次世代交通システムに関する研究 森本 章倫

S

エナジー・ネクスト研究 朝日 透

電気化学ナノテクノロジーの工学応用 逢坂 哲彌

高精度 3D カラー放射線イメージング 片岡 淳

国際宇宙ステーションにおける高エネルギー宇宙線観測（CALET） 鳥居 祥二

計算化学の社会実装 中井 浩巳

相対論的電子論が拓く革新的機能材料設計 中井 浩巳

ナノ材料の実用的合成プロセス開発と応用展開 野田 優

地球外天体におけるジャイロ応用システムの開発 長谷部 信行

結合切断科学と革新的分子合成技術の開発 山口 潤一郎

計算科学による原子炉過酷事故メカニズムの解明と安全性の向上研究 山路 哲史

RF ガンシステムの汎用化と応用研究開発 鷲尾 方一

T ナノ・エネルギー研究 朝日 透

スマートプラントの制御・管理に関する研究 天野 嘉春
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T 確率場による高次元データ解析 石川 博

医療機器の非臨床評価法 岩﨑 清隆

マイクロ・ナノメカニクス研究 岩瀬 英治

次世代ニューロ・リハビリテーション技術に関する研究開発 岩田 浩康

エネルギー需給ネットワークのモデリングと統合メカニズム 内田 健康

生物制御機構のモデリングと治療戦略確立への応用 内田 健康

物理・コミュニケーション音響学 及川 靖広

非線形問題に対する精度保証法の確立 大石 進一

機械学習・ロボット研究融合のためのシステムデザインおよび運用・管理支援

を行う統合的開発環境に関する研究

尾形 哲也

深層学習を利用したコミュニケーションロボットに関する研究 尾形 哲也

スマートコミュニティの実現に向けた環境配慮エネルギー・循環システムの構

築に関する研究

小野田 弘士

高性能光学ポリマーの創製と屈折率制御 小柳津 研一

高効率で省電力な IoT・ビッグデータ処理基盤 甲藤 二郎

先進技術の人間工学デザイン・評価研究 河合 隆史

リニアセルを用いた高速無線通信および高精度レーダーに関する研究 川西 哲也

バイオプロダクション 桐村 光太郎

自動車技術と持続可能なモビリティに関する研究 草鹿 仁

地下エネルギー資源の増産手法の開発 栗原 正典

実践的油層評価および最適開発計画策定に関する研修 栗原 正典

次世代 e-learning に関する研究 後藤 正幸

単一細胞解析のための生体分子ハンドリング技術の研究 庄子 習一

知能ロボットと人間との相互誘導に関する研究 菅野 重樹

人間特性計測に関する研究 菅野 重樹

エネルギーキャリアのための非在来型触媒 関根 泰

ロボティック・センス・オブ・ムーブメント 高西 淳夫

医学教育用ヒューマノイドの開発 高西 淳夫

機能性ナノシートを用いた生体情報モニタリングシステムの開発 武岡 真司

持続可能な次世代グローバルエネルギーグリッドの研究（e-Asia） 中西 要祐

機能性レドックスポリマー 西出 宏之

東日本大震災後の電力システム再構築 林 泰弘

規則性ナノ空間の化学 松方 正彦

水力ターボ機械システムの高性能化、高信頼性化研究 宮川 和芳

次世代宇宙構造物開発に関する研究 宮下 朋之

移動体・インタフェースの知的統合化研究所 宮下 朋之

安全安心な社会を実現し豊かな文化を創造するコンテンツ・映像処理技術研究 森島 繁生
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別表２：研究重点教員研究 5件

（研究部門のアルファベット順、研究部門内では研究代表者氏名の五十音順で掲載（敬称略））

部門 題目 研究代表者名

E 建築・都市における次世代型空間デザインの実践的研究 古谷 誠章

S

次世代放射線検出器開発と宇宙・医療への応用 片岡 淳

流体数学 柴田 良弘

統計科学と金融工学 谷口 正信

インシリコ・ケミストリーの確立 中井 浩巳

別表３：「理工総研が募集する次席研究員」奨励研究 12 件

（研究開始日順、同一日の場合は氏名の五十音順で掲載（敬称略））

部門 題目 研究代表者名

B 細胞分化・老化におけるプロテアソームの機能に関する研究 新井 大祐

S 相対論的量子化学の社会実装に向けた RAQET プログラムの拡張と応用 五十幡 康弘

E ベトナム阮朝期建築生産組織に関する史料調査研究 木谷 建太

S インフォマティクスと融合させた高精度・高効率な相対論的量子化学理論の開発 清野 淳司

E 異なる密度をもつ材料からなる模擬河床上で生じる土砂移動現象 平松 裕基

T 非侵襲脳活動制御による認知機能向上 松吉 大輔

T 次世代ニューロリハビリテーション技術の臨床展開に関する研究 安田 和弘

T 任意精度演算を用いた数値計算手法とその応用 柳澤 優香

S 高エネルギー中間体を経由する結合開裂反応の開発 太田 英介

E 咳飛沫・飛沫核への近距離曝露による感染症伝播現象の解明 尾方 壮行

B 海綿内微生物の微生物間ケミカルコミュニケーションの解明 町田 光史

S カーボンナノチューブのリチウムイオン電池の電極材料応用 リ モーチェン

以上

T 資源鉱物を原料とする高機能性環境浄化素材の開発 山崎 淳司

組織再生機能に優れた複合足場材料の開発研究 山崎 淳司

人間の認知行動の顕在的・潜在的過程の研究 渡邊 克巳

部門 題目 研究代表者名

E 住宅・建築の快適性と健康性に関する研究 田辺 新一

S 量子ビームが可能にする高分子ナノ構造体の創製 鷲尾 方一

T 生理活性物質科学 竜田 邦明


